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低炭素都市に向けての街区・地区での取り組み検討

平成22年3月2日
(1) 街区・地区で把握するべき温室効果削減要素

(2) 街区・地区での削減効果の評価システムの検討案

自治体研修会 話題提供資料 資料-5



土壌

地下水
地下蓄熱

緑地保水性舗装通常舗装

屋上緑化

土地被覆改善技術
・保水性舗装，
・透水性舗装，etc...

地域の緑地基盤，水環境基盤，産業基盤を低炭素インフラとして活用するための技術政策
都市・街区スケールでの技術・政策の導入効果を算定できる１次元簡易モデル，3次元物
理プロセス（NICE-URBAN）モデルによる環境技術の適合性評価の検討例

空調負荷
削減

人工排熱
削減

建
築
省
エ
ネ
・設
備
技
術

•

高
断
熱
素
材

•

窓
日
射
遮
蔽
フ
ィ
ル
ム

•

高
反
射
塗
布
剤

•B
E

M
S

,e
tc

...

資源循環技術・政策
技術
•廃プラ高炉還元技術，
•廃棄物セメント原燃料化技術，
•難再生古紙リサイクル
政策
•分別収集
etc...

公害対策技術・政策
•下水・汚水処理，
•焼却技術，etc...

吸気温度
低減効果

伝熱量低減効果

地表面の冷却効果

大気の冷却効果
（3次元での効果伝達解析）

地域の環境資源を活用する低炭素化都市形成の技術政策メニュー
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地域環境の計
画と評価

地下水位
の低下

廃棄物発生増大 最終処分場不足資源枯渇

都市活動の横断的な政策と、代替的な計画要素の資源循環、水循環、大気熱エネ
ルギー環境への影響を総合的に評価することによる地域環境研究のアプローチ
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地域適性に応じた技術・
政策の立案と評価

研究アプローチ①；環境汚染の制御，循環，低炭素社会の課題に同時
に取り組むコベネフィット・アプローチのための計画・評価システム

研究アプローチ②；地域適性，環境資源の分布に応じた技術・政策立案


